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◎ 調査の概要 

１ 調査の目的 

学習指導要領に示されている各教科（国語・社会・数学・理科・英語）の目標および内容の基礎的・基本的な「知識及び技能」、「思考力，判断

力，表現力等」について学習したものが、いかに生徒に定着しているかを全市一斉に学年ごとの同一の問題によって調査する。そして、その結果を診

断し、今後の学習指導の改善に役立たせる。また、生徒自らが学習状況や学習課題の把握ができるようにする。 

 

２ 調査の内容 

○国語・社会・数学・理科・英語 

調査の目的に基づき、学習指導要領に示されている各教科の目標及び内容の基礎的・基本的な事項について、各教科の出題範囲に基づいて、全学年

を対象とする調査を実施した。 

○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

生徒の生活や学習に対する意識等について明らかにするために、第２学年の生徒を対象とする調査を実施した。 

 

３ 調査の対象 

市内全市立中学校の全学年の生徒 

 

４ 調査実施日及び調査実施人数 

（１）調査実施日                   令和４年11月８日（火） 

 

（２）調査対象人数               

 

中
中学校 第１学年  9,911 人 

中
中学校 第２学年  9,862 人 

中
中学校 第３学年 10,183 人 

※第１学年及び第３学年については、川崎市立中学校学習診断テスト

として教科調査のみを実施している。 
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用
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知識・技能に関する問題 と 思考・判断・表現に関する問題のそれぞれの正答数 

思考・判断・表現に関する問題 

５ 調査の方法 

知識・技能に関する問題 

〇国語・社会・数学・理科・英語 

各教科の問題は、知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題について出題し、それぞれについて分析を行った。 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 語 

○既習の漢字を正しく読むこと（知・技）  

●文章を的確に読み取り、条件を満たして記述すること（思・判・表） 

●グラフを的確に読み取り、条件を満たして文章を書くこと（思・判・表） 

社 会 

○資料を適切に読み取り、生活経験と結び付く事象を理解すること 

（知・技）  

●歴史的分野で「文化」や「社会」に関する事象を理解すること（知・技） 

●複数の社会的事象を比較したり関連付けたりして考察すること 

（思・判・表） 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 

知識・技能 75.7％ 57.8％ 59.7％ 54.7％ 58.5％ 

思考・判断・表現 67.0％ 49.4％ 37.6％ 47.1％ 28.4％ 

全設問 70.6％ 56.5％ 47.1％ 51.1％ 42.9％ 

 

数 学 

○図や表から規則性を見いだし、値を求めること（知・技）  

●与えられた情報をもとに、数学的に表現すること（思・判・表） 

●数量の関係から具体的な事象を捉えること（思・判・表） 

理 科 

○静電気について実験結果と関連付けながら理解すること（知・技） 

●密度や質量パーセント濃度を求めるための立式をすること（知・技） 

●実験結果や与えられた資料を分析して解釈すること（思・判・表） 

英 語 

〇場面に合った適切な応答を選択すること（知・技） 

●短い会話文を聞き、その会話に続く応答として適切な文章を選択すること

（知・技） 

●まとまった長い英文を聞き、話の概要を理解すること（思・判・表） 

各教科に共通 
○個々の知識を理解したり、技能を身に付けたりすること    ●複数の資料や与えられた条件を関連付けて考察したり表現したりすること 

○定着していると考えられる内容 ●課題があると考えられる内容  

                    （ ）内は問題の分類 

平均正答率 

主な分析結果（課題等） 
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（例）社会 

 

 

○出題のねらい（問４（ウ）） 

 田沼の政治と寛政の改革について複数の資料を読み取り考察しているかをみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

複数の資料を読み取り、比較したり関連付けたりして考察する

問題 

◎ 各教科に共通する課題 

 

【正答】③ 【正答率】44% 【誤答選択率】：①16% ②17% ④22% 

○授業改善に向けて 

 学習指導要領では、歴史的分野の学習において、思考力、判断力、表現力等を

身に付けることに関して、「事象を相互に関連付けるなどして、社会の変化の様

子を多面的・多角的に考察し、表現すること」と示されている。 

この設問では、江戸時代後期に詠まれた２つの短歌の資料から、この頃の民衆

の政治への見方を読み取り、この頃の社会状況と政治改革を関連付けて、社会の

変化を考察することをねらいとしたが、政治改革を行った人物や内容と社会状

況を関連付けたり、狂歌と狂言の意味を考えたりすることに課題が見られた。 

授業改善の手立てとしては、政治改革の内容を、その背景や結果と関連付けて

捉えることができるよう、「なぜこの時期にこのような改革が必要になったの

か」「改革の結果どのように社会が変化したのか」などの問いを追究する活動を

通して、事象を比較・関連付けて考察する学習を積み重ねることが大切である。 
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経年観察およびその考察 

国語の例 英語の例 
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正答：I ( found it in the music room ). 正答率 11%  無答率 22% 

令和３年度 

令和２年度  

〇数値変化とその要因 

会話の流れにふさわしい英文を書く問題については、正答率は低く、また無答率も高く

なっている。 

令和２年度は、「機内で荷物を置く場所を尋ねる」、令和３年度は「過去にしていたこと

を伝える」、令和４年は「落とし物を見付けた場所を伝える」表現を書く問題を出題した。 

英語でコミュニケーションする際の目的・場面・状況に応じて「何を話すとよいか」と

「それを英語でどのように表現するか」を思考、判断、表現することに課題がある。 

各学校での言語活動への取組により、無答率については改善傾向にあるが、引き続き ALT

（外国語指導助手）などの活用により、既習の表現も使いながら実際に英語でコミュニケ

ーションする目的・場面・状況が明確に設定された言語活動を繰り返し行うなどのさらな

る授業改善を行っていく必要がある。 

令和４年度 

正答：( Where can I put ) these bags?  正答率 19％、無答率 27％ 

正答：I was ( playing the piano ).  正答率 31％、無答率 20％ 

 

◎ 経年観察の問題（数値変化とその要因）（英語） 

問７ 
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各教科等に関する意識 

問５～９ 各教科の学習はすきですか。好感度 （報告書Ｐ112 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 生活や学習についてのアンケート 

 

長期的な視点での比較 
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問５～９ 各教科の好感度

国語 社会 数学 理科 英語

＊差は、H17 との比較 

国語 

理科 

数学 

英語 

社会 

 H17 H25 R4 差 

国語 63.8% 60.9% 65.1% +1.3 

社会 57.0% 53.6% 65.7% +8.7 

数学 49.0% 53.7% 57.0% +8.0 

理科 52.5% 56.6% 63.7% +11.2 

英語 52.0% 56.1% 57.7% +5.7 

 

長期的には増加傾向 
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各教科等に関する意識 

 

問１０～１４ 各教科の授業はよくわかりますか。理解度 （報告書Ｐ113 参照） 
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問１０～１４ 各教科の理解度

国語 社会 数学 理科 英語

長期的な視点での比較 

＊差は、H17 との比較 

国語 

社会 

理科 

英語 

数学 

 H17 H25 R4 差 

国語 80.4％ 81.4％ 86.2％ +5.8 

社会 68.3％ 69.9％ 81.9％ +13.6 

数学 61.3％ 70.8％ 75.0％ +13.7 

理科 61.3％ 68.9％ 78.1％ +16.8 

英語 59.5％ 68.5％ 73.9％ +14.4 

 

長期的には増加傾向 

わずかに減少傾向 
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家庭生活の実態 

 携帯電話やスマートフォンの使用時間 （報告書Ｐ119 参照） 

 問３９ 学校がある日（月～金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォン等で通話やメール、インターネット（ＳＮＳなども含む）

をしますか。（携帯電話やスマートフォン等を使ってゲームをする時間はのぞく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期的な視点での比較 
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問３９ 携帯電話やスマートフォンの使用時間（1日3時間以上）

３時間以上

31.6％ 29.9％ 

21.8％ 

19.0％ 
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家庭生活の実態 

1 ヶ月の読書量（報告書Ｐ120 参照） 

 問４１ 月に何冊ぐらいの本（マンガ・雑誌をのぞく）を読みますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期的な視点での比較 
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問４１ １か月の読書量

平均冊数
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3.4 冊 

3.7 冊 
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自己肯定感・将来に関する意識等 

 

 

 中２時 小５時 差 

Ｒ４の中２の集団（現中２） 75.1％ 81.2％ （R1） －6.1 

Ｒ３の中２の集団（現中３） 72.6％ 81.4％ （H30） －8.8 

Ｒ２の中２の集団（現高１） 72.6％ 80.4％ （H29） －7.8 

Ｒ１の中２の集団（現高２） 72.4％ 79.2％ （H28） －6.8 

    

 

 

 

 中２時 小５時 差 

Ｒ４の中２の集団（現中２） 64.5％ 87.6％ （R1） ―23.1 

Ｒ３の中２の集団（現中３） 64.1％ 87.2％ （H30） －23.1 

Ｒ２の中２の集団（現高 1） 66％ 88.9％ （H29） －22.9 

Ｒ１の中２の集団（現高 2） 66.8％ 87.7％ （H28） －20.9 

 

問４４ 自分には、よいところがあると思いますか。 （報告書Ｐ122 参照） 

問４５ 将来の夢や目標を持っていますか。（報告書Ｐ122 参照） 

 

同一集団での比較 

どの集団も、中２と小５を比較する

と減少しているが、どの時点で減少

するのか詳細はわからない。 
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GIGA 端末の活用に関する実態                           

                

       

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2 %

24.6 %

36.5 %

39.9 %

25.7 %

22.9 %

15.1 %

12.4 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

27.6 %

26.3 %

28.0 %

30.7 %

23.4 %

24.1 %

20.6 %

18.6 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R3

R4

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

無回答

（報告書Ｐ128 参照） 

問７０ 先生に指示されたときだけでなく自分から進んで

GIGA 端末を活用していますか。  

（報告書Ｐ129 参照） 

問７１ GIGA 端末を活用することで、学習を見通したり振り返った

り、話し合い、自分の考えを深めることができていますか。 

 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒の

割合は 57.0％である。令和 3 年度と比較して、1.4 ポイント増加し

た。 

57.0％ 

64.5％ 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した生徒

の割合は 64.5％である。令和 3 年度と比較して、5.8 ポイント増加

した。 

GIGA 端末の活用について 

 

 

 

+5.8 
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１．個人票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 調査結果の活用 
 

 

 

学習アドバイス 

■教科別分析 

■意識別調査 

各設問に対して、川崎市全体の回答の割合を％で表しています。本人
の回答したところは色付きになっています。 

 

 
領域・内容別分析 

■解答分析 

個人票は、教育相談などの機会を利用して返却し、一人一人の生徒が学習に
取り組む態度、学習状況や学習課題の把握、そして家庭学習の在り方を改善す
ることに活用しています。 
また、学校や教員が一人一人の生徒の学習状況を的確に把握することにより、

指導方法を含めた授業改善や個に応じた指導、教育課程の検証・改善を図るこ
とに活用しています。 

観
点
別 

領
域
・

内
容
別 
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２．フォローアップシート 

【参考】国語・・・説明的な文章の読み取り 

内
容
の
理
解
、
把
握
に
つ
い
て
課
題
を
補
充
す
る
問
題 

内
容
の
理
解
、
把
握
に
つ
い
て
定
着
を
図
る
問
題 

 「フォローアップシート」では、生徒の学習状況に応じてフォローアップ問題を提供
し、生徒の課題を改善できるようにしている。 

 生徒ごとの課題に応じて、定着を図る問題と課題を補充する問題の２つのパターンを
提供している。 


